
ト
リ
チ
ウ
ム
、体
の
な
か
に
も
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東
京
電
力
福
島
第
１
原
子
力
発

電
所
で
増
え
続
け
る
ト
リ
チ
ウ
ム

を
含
む
水
の
海
洋
放
出
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
ト
リ
チ
ウ
ム
は
、
水
素
の
「
同

位
元
素
」
で
す
。
原
子
は
、
陽
子

や
中
性
子
で
で
き
た
原
子
核
と
電

子
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
素
原
子
の

・
９
％
以
上
は

陽
子
１
個
だ
け
の
原
子
核
と
、
電

子
１
個
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
ご
く
わ
ず
か
で
す
が
、
陽

子
１
個
＋
中
性
子
２
個
の
原
子
核

か
ら
で
き
た
ト
リ
チ
ウ
ム
と
い
う

め
ず
ら
し
い
タ
イ
プ
の
水
素
原
子

も
存
在
し
ま
す
。

　
こ
の
ト
リ
チ
ウ
ム
は
、
宇
宙
線

に
よ
っ
て
自
然
に
発
生
し
て
い
ま

す
。
天
然
由
来
の
も
の
よ
り
ず
っ

と
少
な
い
量
で
す
が
、
原
発
で
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
原
子
の
性
質
は
陽
子
の
数
（
電

子
の
数
）
で
決
ま
り
ま
す
か
ら
、

ト
リ
チ
ウ
ム
も
水
素
で
あ
る
こ
と

に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
ト
リ

チ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
「
ト
リ

チ
ウ
ム
水
」
を
私
た
ち
は
毎
日
飲

ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、

わ
ず
か
と
は
い
え
、
体
の
な
か
に

も
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
ト
リ
チ
ウ
ム
は
ふ
つ
う
の
水
素

と
ち
が
い
、
不
安
定
で
、
ご
く
弱

い
放
射
線
を
出
し
な
が
ら
ヘ
リ
ウ

ム
に
変
化
す
る
「
放
射
性
同
位
元

素
」
で
す
。

　
放
射
性
同
位
元
素
は
が
ん
の
放

射
線
治
療
で
も
使
わ
れ
ま
す
。

　
コ
バ
ル
ト

は
原
子
炉
内
で
人

工
的
に
作
ら
れ
、
強
い
「
ガ
ン
マ

線
」
を
放
出
し
ま
す
。
私
が
医
者

に
な
っ
た

年
前
、
こ
れ
が
放
射

線
治
療
の
主
役
で
し
た
。今
で
も
、

コ
バ
ル
ト

を
２
０
０
個
程
度
、

半
球
状
に
並
べ
て
、
細
い
ガ
ン
マ

線
を
１
点
に
集
中
さ
せ
、
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
照
射
を
行
う
「
ガ
ン
マ
ナ

イ
フ
」
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
宮
頸
（
け
い
）
が
ん
の
放
射

線
治
療
で
は
、
子
宮
の
内
部
に
線

源
を
挿
入
し
て
照
射
す
る「
腔（
く

う
）内
照
射
」が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

東
大
病
院
で
は
、
イ
リ
ジ
ウ
ム
１

９
２
線
源
か
ら
出
る
ガ
ン
マ
線
を

使
っ
て
い
ま
す
。

　
放
射
線
同
位
元
素
を
注
射
し
た

り
、
内
服
し
た
り
す
る
治
療
も
行

わ
れ
ま
す
。
前
立
腺
が
ん
の
骨
転

移
で
は
、
「
ア
ル
フ
ァ
線
」
を
出

す
ラ
ジ
ウ
ム
２
２
３
を
注
射
し
ま

す
。
甲
状
腺
が
ん
で
は
、
ヨ
ー
ド

１
３
１
の
カ
プ
セ
ル
を
内
服
す
る

治
療
が
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
放
射
性
同
位
元
素
で
も
、

ト
リ
チ
ウ
ム
か
ら
放
射
さ
れ
る
放

射
線
は
、
放
射
線
治
療
で
使
わ
れ

る
も
の
と
は
比
較
で
き
な
い
ほ
ど

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
い「
ベ
ー
タ
線
」

で
す
。
紙
一
枚
さ
え
透
過
で
き
な

い
た
め
、
人
体
へ
の
影
響
も
極
め

て
少
な
い
の
が
特
徴
で
す
。

（
東
京
大
学
特
任
教
授
）


